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「目 的］桑実胚か ら胞胚が 分化する 際 の 胞胚腔の 形

成 に な ん らか の イ オ ン 交換体が 関与 して い る と考

えられる。Na＋加
＋

exchanger （以 下MIE）は，細胞 の

体積増加，細胞 内pHの 調節 に 関
iJLt

る 。 そ こ で ，初

期胚 に おけるM｛Etypel （N肥 1）の 遺伝子発現を検

討 した 。 ［方法］マ ウ ス初期胚に お ける NJIE　1の遺

伝子発現 をRT．PCR法に よ り解析 した。まず，マ ウ

ス NHE 　1の 部分塩基配列 を保存領域 に対す るPCR産

物の cDNA ク ロ ーニ ン グ に よ り決定 し，Rat　 NHE　1と

の homology を検討 した，，決定 した マ ウ ス NJIE　lの

部分塩基配列に基ずき，PCR に用 い るprimer を設定

した 。 初期胚は，ICR系 マ ウス を用い ，過排卵処理

hCG投与後 〔40h＞， （64h），（76h），（88h）
・
mating 後，

そ れ ぞ れ 2cell，8cell，桑実胚，胞胚を回収 した。

胚 10〔〕個 をMicro　 Fast　 Trackに よ りRNAを抽 出

し，RT −PCRを行 っ た。発現 は 電気泳勁後 の bandを

Image　 analizer で解析 した、　 L成績］マ ウ ス NIIE　l

の 部分塩基配列685bpを決 定 した。　 Rat　NHE　1との

ho皿 ology は、99Sと非常に高か っ た 、、
　RT ．PCR法に

よ り，マ ウ ス 初期胚全て に お い て NHE　l遺伝了
．
発現

が確認され た 。 NHE　l／β
一
actill 比 は，2eetl（2。6）

8cell （0．3）， 桑実胚 （1．6），
胞胚 （〔〕．2）で 特 に 2cell、

桑実胚 の 発現が高 く認め ら れた。［結論ユマ ウ ス 初

期胚に お け る NHE　1の 遺伝予発現を確認 し，特に

2cell，桑実胚 の 発現 が 高 く認 め ら れ た 。 8cel1 で

の 発 現 の 低 下 は，maternal 　 gene　expression が 消

失 し た こ と に よ る と思 わ れ る 。

一一
方，桑実胚で は，

自己の 遺伝子 が 発現 し，そ の 生 物学 的意義 と して

胞胚腔形成に NHE　1が 関与 して い る こ とが 示唆 さ

れた。

〔目的 〕従 来、Growth 　Hormone （GH ）の 生 物学

的 作用 は、生殖領域 に は 関与 しな い と考え られ て

い た 。 しか し、近 年卵胞 発育、特に 顆粒膜細胞 の

ス テ ロ イ ド産成 に 直 接 的 に 関 与 して い る こ とが明

ら か に な り、生殖領域 との 関わ りが見 直され て い

る 。 今回我 々 は 、マ ウ ス 卵、着床前胚 に おけ る

Growth　Hormone 　 Receptor（GHR ）の 発 現 を タ ン

パ ク と遺 伝子 の 両面か ら検討 した 。

〔方法 〕マ ウ ス 卵、着 床 前胚の 採取 ： 6− 8 週齢

ICR 雌マ ウ ス を 過 排 卵誘発 後、交配 し、各発育段

階 の 胚 を採取 した 。 免疫蛍 光抗体法に よ る GHR タ

ン パ ク の 発現 ： 卵 、胚は GIIR モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体

　（Mab 　5 ） を用 い た間接蛍光 抗体法 に て 染色 ・ 全

載 標本 を蛍光顕微鏡で 観察 し た 。 RT − PCR に よ る

GHRmRNA の 発現 ： 30− 50個の 卵、胚を採取 し Poly

ARNA を 抽出、更 に cDNA を作成 しPCR に 供 した 。

使用 した プ ラ イ マ
ーは 、

GHR の 細 胞外領域 を コ ー

ドす る exon 　2か ら ex 。 n4 の 部位を検出するべ く設定

した。

〔成績〕免疫蛍光 染色 で は compaction 後 の 胞胚 か ら

細胞 表面 に GIIR が 発現 して い る の が 観察さ れ た 。

RT − PCR で は、 8− 12細胞期か らGHRmRNA が発現

して い る の が 観察 さ れ た D

〔結論 〕着床前胚 に お い て 、GHR が発現 して い る

こ とを初め て 明 らか に し た 。 GHR は c  paction 以

降に 発現 し、そ の mRNA は 8 − 12 細胞 期 か ら 発 現

し て い た 。 こ の 事実 は、着床前胚 に 対 し GH の 直

接 作用 が存在す る こ とを示唆す る。
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